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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

所　　在　　地

代表者　職・氏名

静岡市清水区吉川１００７番地

ホームページＵＲＬ

１６名

職　　　　　名 代表取締役社長

https://sjc2001.com/

氏　　　　　名 山田　勲

422-0055

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

有限会社静岡自動機製作所

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

業　　　　　種 ３．製造業

従業員（構成員）数

・学歴、ジェンダーで判断しない
・バースデー研修の継続と季節の行
事などのイベントを大切にする（該
当月、2回/年以上）

・季節の行事ごとに社内のポップ
アップとお菓子でお祝い、または社
内イベントで交流を深めた
・誕生日を皆で祝い、毎歳の目標を
掲げる

・誕生日を皆で祝い、毎歳の目標を
掲げることの継続
・季節や社内のイベント等の継続

・災害時の飲料水の予備
・マスクを新たに購入し、予備のマ
スクを施設等へ寄付する（予定）
・避難用のはしごを試用し、避難対
策に備える
・AED導入について検討を進める

・災害時の水の支給と予備の水の確
保が出来た
・マスクの寄付が出来なかったが、
地域の人と社員への水の寄付を行
なった　　　・試避難訓練は出来な
かった　　　　　　　　・駐車場確
保が遅れた為AED導入はまだ取り入れ
ていない

・避難訓練の実施
・AED導入に向けて準備

・ケガ災害から守るルール作りの作
成　・無災害事故1000日目標の継続
・敷地屋内外の安全の確保

・毎朝朝礼などで災害の呼びかけに
よる意識の向上を図った
・無災害記録表の実施１００日目標
・災害により社用車、社員の車が水
没

・安全ルールの作成
・無災害１００日を目指す
・災害ルールの作成
・災害時の水に加え、食料の確保

・社内勉強会、外部のセミナー等の
受講の継続
・設備の充実を図る
・資格取得の向上を図る

・社内勉強会と外部セミナーの参加
の定着、社内インターシップの実施
・３Ｄ キャドと生産管理システムの
導入
・安全管理なと新制度への迅速な対
応可

・外部セミナーへの積極参加と社内
インターシップのステップアップ
・３Ｄ キャドと生産管理システムの
稼働率の向上
・新制度などの資格の取得

・ヘイトスピーチの勉強会を予定(1
回/年)
・バースデー研修の継続、朝礼にて
該当者を祝う（該当月）
・学歴、ジェンダーで判断しない

・ヘイトスピーチは実施出来なかっ
た　・誕生日を皆で祝い、毎歳の目
標を掲げる
・学歴、ジェンダーで判断しない

・ヘイトスピーチの講習予定
・学歴、ジェンダーで判断しないこ
との継続

・地元静岡の生産地からの茶葉の購
入の安定を図り、顧客にもお土産用
として静岡茶葉を広げていきたい
・月1回のウォーキングの推奨（昼休
憩時）
・社内交流にウォーキングなどの運
動を取り入れる（年1回以上）

・奥静、川根大川さんよりお茶の購
入の継続
・山水園より贈答用のお茶の購入と
来客時にお渡し
・ウォーキング・サッカーをする人
が１～２名増えた
・部活の考慮

・奥静、川根大川さんよりお茶の購
入の継続と山水園より贈答用のお茶
の購入と来客時にお渡しの定着、社
員への山間地のお茶についての周知
・ウォーキング・サッカーをする人
⇒４～６名　→７名以上の目標
・フットサル部を作る

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

地域との繋がりを大切にし、地域産業の発展に貢献して社会の満足な生活と静岡の豊かな環境を目指す

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

社内の生活の意識向上から地域の発展へと繋がることにより、企業価値を継続的に高めていき社会に貢献していく

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023


